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忘
年
会
、
新
年
会
の
時
季
に
な
り
、

料
理
店
、
飲
食
店
、
旅
館
等
を
利
用

す
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
十
習
の
料
理
飲
食
等

消
費
税
が
か
か
り
、
お
店
で
は
税
金

を
受
け
と
っ
た
し
る
し
に
、
公
給
領

収
証
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
料
金
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

し
ょ
に
、
料
理
飲
食
等
消
費
税
を
納

め
た
し
る
し
で
す
か
ら
、
必
ず
受
け

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
一
定
の
金
額
（
免
税
点
）

以
下
の
飲
食
や
宿
泊
に
は
税
金
が
か

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
給
領
収
証
は

発
行
し
ま
せ
ん
．
免
税
点
は
左
記
の

表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
旅
館

や
飲
食
店
な
ど
で
遊
興
（
芸
者
な
ど

薯　『
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＿一　　　　　

㎝
仕
出
し
o
出
前

経
理
区
分
食
堂
享
ノξ
【
ト
の
食
堂
な
ど
）

飲
食
店
●
喫
茶
店
な
ど

旅　館

ホテル

料
理
店
●
小
料
理
店
●
“
ノ
、
6
●
キ
ヤ
ノく
レ
：
な
ど

餐灘
㎏　　蓬

　　　　肉をおいしく
　、麟姦雛．、，食べるために②

．奪黙、灘灘蹴鴎…堀で光沢

が新鮮。

（ビ9ミンB1に富ん
でいます）

等宿
休泊
憩者
及の
び追
飲加
食飲食τ

夜
食
■
問
食
●
昼
食

宿
泊
£
基
泊
礎二
控
食
除の額
宿
一
一
泊
人
料
一
一
一
一
金
泊
か
に
免
・
）
税
き
点
二
を
（
3解
（
）廷

霰
」

部位別名称 使用上の特徽 主な料理の例

ヒ　　　　　レ

ロ　　ー　　ス

肉そグ）ものを味わう料

理にむく

カツレッ・ソテー・，

焼肉など

カダロース

ウ　チモモ

肉そのものを味わう料
理にむく

＿人
｛前

円

一
品
てに
O ！）

○き
O
円

一
＿
人
r
l一
〇
回
○に
Oつ
円 き

一
＿
人
て
一
〇回
に
Oつ
円 き

一
人
四
．
＿
、
o
泊
Oに
oつ
円 き

免
税
点
適
用
な
し

免
税
点

ソトモモ

ややかたく、脂肪もふ
ぞろいなび）で味をよく

しみこませる料理がよい

ひき肉として、煮

込みなど

バ　　　　ラ

カ　ダバラ

そ　の　他

赤肉・脂肪の割合かま

ちまちである。ゆっく
1）煮込んで味をしみこ

ませるとおいしくなる

ひき肉として、煮

込みなど

　　　　　　　　　　　｝酌　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　甲卿　　　　　　　　卿　　　　　　　一　｝　　　　　一　　　　一一
｝ド

　　　　”榊　卿　　　一　　一｛一
肉をおいしく
食べるために②騰

豚肉……桃色で光沢
があり脂肪が自いの

が新鮮。

（ビ9ミンB1に富ん
でいます）

1　今月の納税
§
1　市町村民税第4期、国民健康保険料

第5期の納期限は12月25日です。納期

内に必ず納入しましよう。

　年末です。市税グ）末納はありません

か。もう…度お確かめください。

　年末年始の市役所業務

き
　市役所では、12月29日團～1月3日

㈱まで平常業務は休ませていただきま

き
す。ただし、市民課、会計課、税務課

碗密嶺業務は、2⑨錆爺鎗覇も行います

1磯、ご和搬く離さい。

　年末年始のごみ収集

　衛生施設組合では、1月1日（月）～3

日㈱までごみ収集を休ませていただき

ますのでおまちがいのないようお願
いします。（12月31日は日曜日なので休

み）なお、前記の日以外は冬期ごみ収

集計面表どおり業務を行一・ています．

婦
女
の
接
待
を
伴
う
行
為
）
を
伴
う

飲
食
を
行
っ
た
場
合
は
、
免
税
点
の

適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
．

白
い
愛
の
祭
典

雪
ま
つ
り
写
真
集
刊
行

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
も
三
十
回
を
迎

え
二
月
十
日
（
土
）
、
十
一
日
（
日
）
の

二
日
間
行
わ
れ
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
三
十
周
年

を
記
念
し
て
、
過
去
二
十
九
回
の
雪

ま
つ
り
を
集
大
成
し
た
写
真
集
「
白

い
愛
の
祭
典
…
…
十
日
町
雪
ま
っ
り
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
野
本
郁

太
郎
氏
を
編
集
委
員
長
に
準
備
を
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
念
誌
は
、
B
五
変
型
版
、

約
百
三
十
ぺ
ー
ジ
弔
＼
そ
の
内
三
分

の
一
は
カ
ラ
ー
ぺ
ー
ジ
で
す
。

　
定
価
は
一
冊
二
千
円
以
ド
で
発
行

は
明
年
一
月
中
旬
の
予
定
で
す
．

　
近
く
、
嘱
託
員
さ
ん
、
各
職
場
を

通
じ
て
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
．

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
高
橋
ハ
マ
子
（
中
条
八
幡
）
症

万
円
（
香
典
返
し
）
　
▼
布
川
t
二

九
（
本
町
三
）
七
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
十
日
町
義
太
夫
保
存
会
・
小
池
琴

　
　
，
ン
き
き

　
会
甜
課
は
収
入
役
事
務
の
補
助
組

織
と
し
て
、
現
在
五
名
の
職
員
で
、

つ
ぎ
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
・
簡

易
水
道
・
診
療
所
・
ド
水
道
の
四
特

別
会
計
に
属
す
る
歳
入
歳
出
の
出
納

及
び
記
録

●
現
金
・
保
証
金
・
有
価
証
券
の
出

納
、
保
管

●
支
出
負
担
行
為
の
確
認

●
支
出
命
令
票
の
審
査

●
決
算
書
の
調
整

　
な
お
、
当
市
で
は
市
内
の
金
融
機

関
及
び
農
協
を
指
定
金
融
機
関
あ
る

い
は
収
納
代
理
店
に
指
定
し
て
い
ま

す
の
曇
＼
市
へ
の
納
付
金
は
、
も
よ

り
の
銀
行
あ
る
い
は
農
協
に
振
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
市
か
ら
の
支
払
い
は
、
で
き

る
だ
け
口
座
振
込
に
し
た
い
と
思
い

，
ま
す
の
で
、
、
こ
都
合
の
丈
い
金
融
機

関
、
農
協
を
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
会
計
課
長
佐
藤
一
男
）

二
　
五
万
円
　
▼
内
藤
直
義
　
千
百

円
　
▼
島
田
正
成
（
駅
通
り
）
五
万

円
　
▼
民
謡
越
山
会
　
三
万
円

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
二
月
十
九
日
㈹
　
午
前
九
時

～
正
午
ま
で
　
桑
原
、
野
田
の
一
部

▼
卜
二
月
二
十
二
日
團
　
午
前
八
時

半
～
正
午
ま
で
　
上
町
の
一
部
、
旭

ヶ
丘
、
中
町
の
一
部
、
ド
町
の
一
部
、

背
戸
、
中
条
島
の
一
部
、
峠
の
一
部
、

梅
沢

勿鵬

マ
コ
貧
六
毒
《
そ
篇

サ
多
篇
丘
詑
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す
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な
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《

鳶
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鰯

“
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く
つ
下
鯵
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留
．
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．
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品

◎
十
日
町
駅
改
築
以
来
、
・
て
の
主
ま

に
な
っ
て
い
た
、
十
目
町
市
物
産
コ

ー
ナ
ー
が
衣
替
え
に
な
り
ま
し
た
．

十
日
町
名
物
の
”
そ
ば
”
　
”
民
具
”

“
羊
曇
”
　
“
酒
”
　
”
醤
油
”
な
ど
が

陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
。
着
物
も
近
く

入
り
ま
す
。
◎
雪
ま
つ
り
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
圭
す
。
記
録
を
み
る

と
六
～
七
年
ご
と
に
小
雪
で
す
．
来

年
は
そ
の
年
に
あ
た
る
の
’
．
、
す
が
。

■市勢／人ロ…50，238人（男24，634・女25、604人）／世帯数…l　I，930／面積2H．44k㎡（I　I月1日現在
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－

，
。
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該

　
　
正
月
様

”
正
月
さ
ん
ど
っ
か
ら
ご
ざ
っ
し
ゃ
っ
た

か
み
の
か
み
か
ら
ご
ざ
っ
し
ゃ
っ
た

紅
の
よ
う
な
ト
ト
（
魚
）
に

雪
の
よ
う
な
コ
ゼ
ン
（
御
飯
）
に

油
の
よ
う
な
酒
に

柿
、
栗
、
も
ち
く
”

　
　
，
　
　
　
（
赤
倉
の
わ
ら
べ
唄
）

：
O

恥
『
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＾
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〔正服のわら糠翻・一聾藻羅、灘購撫が残っています．正月の神様が滴い所
からやってきて熱騰藻鷲懲れるというのです．それは、紅い魚と白い御飯と油のよ

うな酒・柿・栗・もちだといいます。今思えばささやかな贈物です。これを無上の楽しみ
に待っていた昔の人たちのつつましい生活ぷりが二のわらべ唄を通して伝わってきます。〕
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物
の
時
代
か
ら
心
の
時
代
に

　
市
民
の
み
な
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
俳
人
の
句
に
、

　
　
め
で
た
さ
も
中
位
な
り

　
　
　
　
お
ら
が
春

　
と
い
う
句
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は

今
年
の
日
本
の
状
態
は
、
こ
の
「
め

で
た
さ
が
中
位
で
あ
る
」
と
い
う
表

現
が
最
も
適
当
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
円

高
、
ド
ル
安
の
影
響
で
昨
年
の
後
半

か
ら
輸
出
は
か
な
り
大
幅
に
落
ち
こ

み
、
反
面
、
輸
入
は
あ
ま
り
伸
び
て

お
り
ま
せ
ん
。
国
内
需
要
で
は
、
高

度
成
長
時
代
を
支
え
た
冷
蔵
庫
、
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
、
自
動
車
と
い
っ
た
高

級
耐
久
消
費
材
が
一
通
り
ゆ
き
わ
た
．

こ
れ
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
．
輸
出

の
不
振
、
民
需
の
停
滞
と
い
っ
た
両

面
か
ら
、
も
う
高
度
成
長
の
夢
は
望

め
ず
、
低
成
長
と
い
い
ま
す
か
安
定

成
長
と
い
い
ま
す
か
当
分
は
こ
の
よ

う
な
状
態
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
．
そ
う
い
う
時
代
に
ど
う
対
処
す

る
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

輯
ー
；
纂
鹸
『

　
　
ぐ
ξ

市
　
長

春
日
由
三

り
、
次
に
国
民
の
需
要
を
喚
起
す
る

よ
う
な
製
品
は
で
て
お
り
ま
せ
ん
．

政
府
が
公
共
投
資
に
力
を
入
れ
て
も

で
す
が
、
私
は
、
新
し
い
コ
、
・
・
ユ

ニ
テ
イ
づ
く
り
の
中
で
の
人
間
の
交

流
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
私
は
、
コ

ミ
ユ
ニ
テ
イ
と
い
う
の
は
、
肩
を
抱

き
あ
っ
て
語
り
あ
い
、
膝
を
つ
き
あ

新
春
．
噸
蓬
瀕
い
さ
黛

　
　
　
潅
鷺
罫
“
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今
日
よ
り
明
日
を

　
あ
げ
ま
じ
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
・
市
謬
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
今
年
一
年
間
の
ご
無
事
と
ご
発
展

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
飛
躍
の
年
と
い
わ
れ
る

ロ
り
ま午
年
に
十
日
町
市
の
経
済
回
復
を
期

待
し
た
の
で
す
が
、
日
本
経
済
の
動

き
と
同
様
に
、
残
念
な
が
ら
大
き
な

成
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
織
物
業
界
で
は
、
在
庫
調
整
、
製

品
の
高
級
化
志
向
な
ど
か
ら
、
生
産

点
数
の
伸
び
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

生
産
金
額
は
前
年
な
み
を
維
持
し
、

今
年
こ
そ
は
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し

よ
う
か
。
農
業
面
で
は
、
米
の
生
産

調
整
、
減
反
割
当
な
ど
不
本
意
な
政

策
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
天

せ
ん
が
、
お
互
い
に
力
を
あ
わ
せ
、

さ
ら
に
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。

　
市
議
会
は
、
豪
雪
の
中
の
十
日
町

市
を
い
か
に
発
展
さ
せ
る
か
に
つ
い

て
、
議
会
活
動
を
通
じ
て
日
夜
そ
の

対
策
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
織
物
振
興
対
策
、
苗
場
山
ろ
く
農

業
開
発
、
十
日
町
市
百
年
の
水
資
源

市
議
会
議
長
丸
山
尚
政

対
策
、
他
産
業
の
誘
致
と
雇
用
の
拡

大
な
ど
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き

問
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
過
去
長
い
十
日
町
市
政
の

歴
史
の
中
で
、
ど
ん
な
に
立
派
な
計

画
を
つ
く
り
、
い
か
に
す
ば
ら
し
い

わ
せ
て
語
り
あ
え
る
範
囲
を
呼
ぶ
と

定
義
づ
け
て
い
る
の
で
す
が
）

　
高
度
成
長
の
時
代
は
、
物
に
と
り

つ
か
れ
て
し
ま
っ
て
心
が
荒
廃
し
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

反
省
の
中
か
ら
、
安
定
成
長
の
時
代

は
、
・
い
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
時
代
に

と
私
は
考
え
て
い
る
の
で
す
．

「
天
の
時
は
地
の
利
に
し
か
ず
、
地

の
利
は
人
の
和
に
し
か
ず
」
と
い
う

戦
国
時
代
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
．
我

が
十
日
町
市
は
、
豪
雪
と
い
っ
た
気

象
条
件
、
幹
線
か
ら
は
ず
れ
て
い
る

と
い
っ
た
地
勢
か
ら
言
っ
て
も
、
け

っ
し
て
恵
ま
れ
た
地
域
で
は
な
い
わ

け
で
す
が
、
天
の
時
も
、
地
の
利
も

人
の
和
に
は
及
ば
な
い
の
で
す
。

候
に
恵
ま
れ
、
豊
作
と
な
り
ま
し
た

こ
と
は
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
て
、
全
て
が

た
だ
ち
に
好
転
す
る
と
は
思
わ
れ
ま

構
想
を
た
て
て
も
、
い
ざ
実
現
の
段

階
で
必
ず
障
害
に
な
る
の
が
豪
雪
の

克
服
の
問
題
で
す
。

　
今
、
国
は
第
三
次
全
国
総
合
開
発

計
画
を
つ
く
り
、
国
土
の
均
衡
利
用

を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
基
本
的
な
考
え
方
に
「
定
住
圏
構

想
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
第
二

次
の
開
発
中
心
の
計
画
か
ら
、
人
間

居
住
の
環
境
整
備
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
地
城
的
な

特
性
を
生
か
し
、
歴
史
的
、
伝
統
的

文
化
に
根
ざ
し
、
人
間
と
自
然
と
の

調
和
の
と
れ
た
人
間
居
住
の
総
合
環

境
を
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
の
流
れ
を
変
え
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
国
は
、
こ
の
計
画
に
よ

　
私
達
は
、
こ
の
十
分
に
恵
ま
れ
た

と
は
い
え
な
い
環
境
な
が
ら
、
美
し

い
自
然
の
中
と
い
う
の
を
心
の
寄
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、
市
民
の
心
と
心
が

通
よ
い
あ
っ
た
、
落
ち
つ
い
た
楽
土

を
築
か
な
け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
、

こ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
全
体

の
生
き
て
ゆ
く
方
向
で
あ
り
、
そ
れ

が
ま
た
同
時
に
、
十
日
町
市
民
に
と

っ
て
特
に
大
事
な
点
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
。

　
物
の
時
代
か
ら
心
の
時
代
に
、
お

互
い
が
胸
襟
を
開
い
て
語
り
あ
い
、

心
と
心
を
通
い
あ
わ
せ
、
理
解
し
あ

い
な
が
ら
落
ち
つ
い
た
郷
土
を
作
り

あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

り
、
無
雪
都
市
地
帯
か
ら
、
雪
国
地

帯
へ
人
口
移
動
の
流
れ
を
変
え
て
ゆ

こ
う
と
さ
え
言
っ
て
い
ま
す
．
全
国

で
も
有
数
な
魚
沼
地
方
の
豪
雪
対
策

は
、
こ
の
国
策
を
と
ら
え
、
定
住
圏

構
想
を
踏
み
台
に
し
て
、
そ
の
解
決

を
図
る
以
外
、
十
日
町
市
の
総
合
的

な
発
展
は
望
め
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
制
定
さ
れ
た
十

日
町
市
民
憲
章
「
市
民
の
願
い
」
の

中
に
「
雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で
、

今
日
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
明
日
を
夢

み
て
」
と
い
う
す
ば
ら
し
い
一
節
が

あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
十
日
町
市
民
が
今
目
よ
り

す
ば
ら
し
い
明
日
が
迎
え
ら
れ
る
こ

と
を
、
年
頭
に
あ
た
り
祈
念
し
ま
す
．

　　　　輯翠罵淵鍵礎響謙輔

、．．覇辮養
瓢　㌔鍮

薯糖」
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雪
ま
つ
り
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
メ
ー
ン
に
な
る
雪
上
力

ー
ニ
バ
ル
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
平
．
等
院
鳳
風
堂
を
模
し
た
”
鳳
風

堂
〃
と
決
ま
り
、
模
型
、
設
計
図
も
完
成
し
ま
し
た
。
間
口
七

十
材
の
壮
大
な
舞
台
で
す
。
　
〃
ひ
ろ
ば
〃
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広

場
（
十
高
）
、
ふ
る
さ
と
広
場
（
十
日
町
小
）
、
〈
ら
し
の
広
場

（
加
工
部
跡
地
）
な
ど
五
つ
の
広
場
を
予
定
し
て
お
り
賑
や
か

な
も
の
に
な
り
ま
す
。
十
日
町
駅
で
は
、
記
念
入
場
券
が
発
売

さ
れ
、
写
真
集
「
白
い
愛
の
祭
典
」
も
発
刊
さ
れ
ま
す
。
多
彩

な
三
十
回
雪
ま
つ
り
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
の
準
備
は
、
昨
年
の
六

月
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
実
行
委

員
会
（
委
員
長
山
内
正
豊
）
を
組
織

し
、
企
画
宣
伝
部
会
（
実
施
計
画
の

立
案
）
、
事
業
部
会
（
行
催
事
の
計

画
、
協
賛
事
業
の
連
絡
調
整
）
、
ひ

ろ
ば
部
会
（
ひ
ろ
ば
の
企
画
製
作
）

カ
ー
ニ
バ
ル
部
会
（
カ
ー
ニ
バ
ル
の

企
画
演
出
）
、
雪
の
芸
術
展
部
会
（
雪

●●●●●●●●●●●o●9●●●●●”●●●●”●●・●。●●”●．●●・

像
の
製
作
審
査
）
、
サ
ー
ビ
ス
部
会

（
交
通
、
警
備
、
輸
送
、
宿
泊
）
の

六
部
会
で
綿
密
な
計
画
が
た
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

　
宇
治
平
等
院
鳳
鳳
堂
を
模
し
て
つ

く
ら
れ
た
舞
台
は
、
間
口
七
十
材
高

さ
十
八
材
、
奥
行
き
三
十
岩
と
こ
れ

ま
で
に
な
い
壮
大
な
も
の
で
す
。
サ

ブ
舞
台
を
つ
く
り
、
太
鼓
を
打
つ
位

置
も
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ザ

イ
ン
は
飯
林
織
物
㈱
専
務
の
飯
塚
吉

司
さ
ん
の
手
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
舞
台
で
二
月
十
日
夜
、
「
日

本
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
四

十
六
名
の
モ
デ
ル
に
よ
る
キ
モ
ノ
シ

ョ
ー
、
小
野
満
と
ス
イ
ン
グ
ビ
ー
バ

ー
ズ
の
生
演
奏
、
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ

ス
、
芹
洋
子
ら
の
歌
、
雪
上
花
火
、
紋

紙
焼
納
な
ど
が
豪
華
絢
欄
に
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。
総
合
司
会
は
N
H
K

の
山
川
静
夫
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
こ

の
模
様
は
N
H
K
番
組
「
奥
さ
ま
ご

い
っ
し
ょ
に
」
（
午
前
八
時
四
十
分

～
九
時
三
十
分
）
で
全
国
放
送
の
予

定
で
す
。
産
地
の
き
も
の
の
P
R
が

N
H
K
番
組
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と

あ
っ
て
担
当
の
織
物
組

合
青
年
部
会
（
田
村
甲

部
会
長
）
で
は
大
張
り

切
り
で
す
。

ひ
ろ
ば

　
雪
ま
つ
り
を
盛
り
あ

げ
る
も
う
一
つ
の
も
の

は
楽
し
い
広
場
で
す
。

今
回
の
広
場
は
五
点
方
式
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
（
十
日
町
青
年
会

議
所
－
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
ふ
る
さ

と
広
場
（
ふ
る
さ
と
広
場
実
行
委
員

会
…
十
目
町
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
く
ら

し
の
広
場
（
十
日
町
農
協
－
高
田
町

織
物
組
合
加
工
部
跡
地
）
愛
と
ロ
マ

ン
の
広
場
（
立
正
佼
成
会
ー
宇
都
宮

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
そ
れ
に
睦
織
物
卜
日

町
工
場
跡
地
（
繊
労
－
要
請
中
）
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
広
場
で
は
町
内
や
団

体
、
家
族
ぐ
る
み
で
雪
の
芸
術
作
品

を
製
作
し
て
、
一
緒
に
広
場
づ
く
り

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
を
求
め
て

い
ま
す
。
市
民
総
参
加
の
手
づ
く
り

の
ま
つ
り
に
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
．

札
幌
雪
ま
つ
り
に
も
参
加

　
札
幌
雪
ま
つ
り
（
二
月
一
日
～
五

日
）
も
今
年
で
三
十
回
で
す
。
こ
れ

を
記
念
し
て
札
幌
雪
ま
つ
り
期
間
中

に
、
札
幌
市
内
の
百
貨
店
、
呉
服
店

と
共
催
し
て
、
十
日
町
キ
モ
ノ
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
二
月
三

日
に
は
北
海
タ
イ
ム
ス
社
前
の
雪
像

ス
テ
ー
ジ
で
十
日
町
キ
モ
ノ
シ
ョ
ー

も
行
わ
れ
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
の
詳
細
行
事
は
二
十
五

日
の
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

ポスター

とおガ詐．古（3）

1雛1
㍉・膿．墜購

　
　
　
野

気
嚢

　
第
一
回
の
雪
ま
つ
り
は
、
昭
和
二

十
五
年
二
月
で
す
。
母
体
に
な
っ
た

の
は
十
日
町
文
化
協
会
で
し
た
。
き

っ
か
け
は
、
こ
の
会
の
会
長
、
高
橋

喜
平
さ
ん
が
、
昭
和
二
十
二
年
の
秋

に
、
柏
崎
で
天
皇
陛
下
に
、
雪
に
つ

い
て
の
お
話
を
申
し
あ
げ
た
際
に
、

陛
下
か
ら
「
何
か
雪
国
を
明
る
く
す

る
よ
う
な
話
は
な
い
の
で
す
か
」
と

ご
下
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

高
橋
さ
ん
は
ス
キ
ー
の
こ
と
を
申
し

あ
げ
た
の
で
す
が
、
当
時
は
ま
だ
ス

キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
の
は
暇
と
金

雪まつりのおこり

堂鳳
雪上舞台は
　　　“鳳

　雪ヒ舞台のデザインができあがり、舞台づ《

りは雪降りを待つばか1）です。今年のデザィン

は、飯林織物（株）専務の飯塚吉司さんが担当し、

間口70m、奥行30m、高さ18m、の壮大な舞台

です。

記念入場券を発売（国鉄）

　飯山線十日町駅では、30回雪まつりを記念し

て入場券を発売します。…セツト5枚組で400円

です。2月10日かρ）同駅で発売します。ご希望

び）方は同駅で購入するか、400円と返信用封筒（切

手を貼・）て）を同封して申し込みください。

礪粥潟雪伯
雪まつりタバコ
〈セブンスター〉

　　　　　発売

の
あ
る
人
達
で
、
一
般
庶

民
は
雪
の
た
め
の
暗
い
生

活
か
ら
凶
歩
も
ぬ
け
出
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
に
気
づ
い
た
高
橋
さ
ん

は
、
文
化
協
会
の
仲
間
と

雪
国
の
雪
の
中
で
、
雪
を

敵
に
ま
わ
さ
ず
に
、
雪
を

友
に
す
る
楽
し
い
催
し
物

は
で
き
な
い
か
と
考
え
た

の
で
す
。
そ
こ
で
、
子
供

が
雪
だ
る
ま
や
雪
玉
を
作
っ
て
楽
し
む

よ
う
に
、
大
人
が
雪
で
彫
刻
を
作
っ
て

み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
ま
し
て
や
十
日

町
は
絹
織
物
の
産
地
で
、
そ
う
い
う

セ
ン
ス
の
持
ち
主
は
大
勢
い
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
雪
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
た
ら
、
そ
れ
は
雪
国
を
明
る
く

す
る
基
本
に
な
る
と
考
え
た
の
で
す
。

そ
し
て
第
一
回
が
始
ま
り
、
街
に
は

作
品
が
あ
ふ
れ
、
雪
中
カ
ー
ニ
バ
ル

も
行
わ
れ
、
一
等
賞
品
は
食
糧
不
足

を
反
映
し
生
き
た
白
兎
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
最
初
か
ら
市
民
参
加
の
手
づ

く
り
の
ま
つ
り
だ
っ
た
の
で
す
。



Qo
貸

ωとおガ夢お

物
の
時
代
か
ら
心
の
時
代
に

　
市
民
の
み
な
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
俳
人
の
句
に
、

　
　
め
で
た
さ
も
中
位
な
り

　
　
　
　
お
ら
が
春

　
と
い
う
句
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は

今
年
の
日
本
の
状
態
は
、
こ
の
「
め

で
た
さ
が
中
位
で
あ
る
」
と
い
う
表

現
が
最
も
適
当
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
円

高
、
ド
ル
安
の
影
響
で
昨
年
の
後
半

か
ら
輸
出
は
か
な
り
大
幅
に
落
ち
こ

み
、
反
面
、
輸
入
は
あ
ま
り
伸
び
て

お
り
ま
せ
ん
。
国
内
需
要
で
は
、
高

度
成
長
時
代
を
支
え
た
冷
蔵
庫
、
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
、
自
動
車
と
い
っ
た
高

級
耐
久
消
費
材
が
一
通
り
ゆ
き
わ
た
．

こ
れ
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
．
輸
出

の
不
振
、
民
需
の
停
滞
と
い
っ
た
両

面
か
ら
、
も
う
高
度
成
長
の
夢
は
望

め
ず
、
低
成
長
と
い
い
ま
す
か
安
定

成
長
と
い
い
ま
す
か
当
分
は
こ
の
よ

う
な
状
態
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
．
そ
う
い
う
時
代
に
ど
う
対
処
す

る
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

輯
ー
；
纂
鹸
『

　
　
ぐ
ξ

市
　
長

春
日
由
三

り
、
次
に
国
民
の
需
要
を
喚
起
す
る

よ
う
な
製
品
は
で
て
お
り
ま
せ
ん
．

政
府
が
公
共
投
資
に
力
を
入
れ
て
も

で
す
が
、
私
は
、
新
し
い
コ
、
・
・
ユ

ニ
テ
イ
づ
く
り
の
中
で
の
人
間
の
交

流
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
私
は
、
コ

ミ
ユ
ニ
テ
イ
と
い
う
の
は
、
肩
を
抱

き
あ
っ
て
語
り
あ
い
、
膝
を
つ
き
あ

新
春
．
噸
蓬
瀕
い
さ
黛

　
　
　
潅
鷺
罫
“
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今
日
よ
り
明
日
を

　
あ
げ
ま
じ
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
・
市
謬
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
今
年
一
年
間
の
ご
無
事
と
ご
発
展

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
飛
躍
の
年
と
い
わ
れ
る

ロ
り
ま午
年
に
十
日
町
市
の
経
済
回
復
を
期

待
し
た
の
で
す
が
、
日
本
経
済
の
動

き
と
同
様
に
、
残
念
な
が
ら
大
き
な

成
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
織
物
業
界
で
は
、
在
庫
調
整
、
製

品
の
高
級
化
志
向
な
ど
か
ら
、
生
産

点
数
の
伸
び
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

生
産
金
額
は
前
年
な
み
を
維
持
し
、

今
年
こ
そ
は
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し

よ
う
か
。
農
業
面
で
は
、
米
の
生
産

調
整
、
減
反
割
当
な
ど
不
本
意
な
政

策
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
天

せ
ん
が
、
お
互
い
に
力
を
あ
わ
せ
、

さ
ら
に
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。

　
市
議
会
は
、
豪
雪
の
中
の
十
日
町

市
を
い
か
に
発
展
さ
せ
る
か
に
つ
い

て
、
議
会
活
動
を
通
じ
て
日
夜
そ
の

対
策
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
織
物
振
興
対
策
、
苗
場
山
ろ
く
農

業
開
発
、
十
日
町
市
百
年
の
水
資
源

市
議
会
議
長
丸
山
尚
政

対
策
、
他
産
業
の
誘
致
と
雇
用
の
拡

大
な
ど
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き

問
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
過
去
長
い
十
日
町
市
政
の

歴
史
の
中
で
、
ど
ん
な
に
立
派
な
計

画
を
つ
く
り
、
い
か
に
す
ば
ら
し
い

わ
せ
て
語
り
あ
え
る
範
囲
を
呼
ぶ
と

定
義
づ
け
て
い
る
の
で
す
が
）

　
高
度
成
長
の
時
代
は
、
物
に
と
り

つ
か
れ
て
し
ま
っ
て
心
が
荒
廃
し
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

反
省
の
中
か
ら
、
安
定
成
長
の
時
代

は
、
・
い
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
時
代
に

と
私
は
考
え
て
い
る
の
で
す
．

「
天
の
時
は
地
の
利
に
し
か
ず
、
地

の
利
は
人
の
和
に
し
か
ず
」
と
い
う

戦
国
時
代
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
．
我

が
十
日
町
市
は
、
豪
雪
と
い
っ
た
気

象
条
件
、
幹
線
か
ら
は
ず
れ
て
い
る

と
い
っ
た
地
勢
か
ら
言
っ
て
も
、
け

っ
し
て
恵
ま
れ
た
地
域
で
は
な
い
わ

け
で
す
が
、
天
の
時
も
、
地
の
利
も

人
の
和
に
は
及
ば
な
い
の
で
す
。

候
に
恵
ま
れ
、
豊
作
と
な
り
ま
し
た

こ
と
は
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
て
、
全
て
が

た
だ
ち
に
好
転
す
る
と
は
思
わ
れ
ま

構
想
を
た
て
て
も
、
い
ざ
実
現
の
段

階
で
必
ず
障
害
に
な
る
の
が
豪
雪
の

克
服
の
問
題
で
す
。

　
今
、
国
は
第
三
次
全
国
総
合
開
発

計
画
を
つ
く
り
、
国
土
の
均
衡
利
用

を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
基
本
的
な
考
え
方
に
「
定
住
圏
構

想
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
第
二

次
の
開
発
中
心
の
計
画
か
ら
、
人
間

居
住
の
環
境
整
備
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
地
城
的
な

特
性
を
生
か
し
、
歴
史
的
、
伝
統
的

文
化
に
根
ざ
し
、
人
間
と
自
然
と
の

調
和
の
と
れ
た
人
間
居
住
の
総
合
環

境
を
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
の
流
れ
を
変
え
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
国
は
、
こ
の
計
画
に
よ

　
私
達
は
、
こ
の
十
分
に
恵
ま
れ
た

と
は
い
え
な
い
環
境
な
が
ら
、
美
し

い
自
然
の
中
と
い
う
の
を
心
の
寄
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、
市
民
の
心
と
心
が

通
よ
い
あ
っ
た
、
落
ち
つ
い
た
楽
土

を
築
か
な
け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
、

こ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
全
体

の
生
き
て
ゆ
く
方
向
で
あ
り
、
そ
れ

が
ま
た
同
時
に
、
十
日
町
市
民
に
と

っ
て
特
に
大
事
な
点
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
。

　
物
の
時
代
か
ら
心
の
時
代
に
、
お

互
い
が
胸
襟
を
開
い
て
語
り
あ
い
、

心
と
心
を
通
い
あ
わ
せ
、
理
解
し
あ

い
な
が
ら
落
ち
つ
い
た
郷
土
を
作
り

あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

り
、
無
雪
都
市
地
帯
か
ら
、
雪
国
地

帯
へ
人
口
移
動
の
流
れ
を
変
え
て
ゆ

こ
う
と
さ
え
言
っ
て
い
ま
す
．
全
国

で
も
有
数
な
魚
沼
地
方
の
豪
雪
対
策

は
、
こ
の
国
策
を
と
ら
え
、
定
住
圏

構
想
を
踏
み
台
に
し
て
、
そ
の
解
決

を
図
る
以
外
、
十
日
町
市
の
総
合
的

な
発
展
は
望
め
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
制
定
さ
れ
た
十

日
町
市
民
憲
章
「
市
民
の
願
い
」
の

中
に
「
雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で
、

今
日
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
明
日
を
夢

み
て
」
と
い
う
す
ば
ら
し
い
一
節
が

あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
十
日
町
市
民
が
今
目
よ
り

す
ば
ら
し
い
明
日
が
迎
え
ら
れ
る
こ

と
を
、
年
頭
に
あ
た
り
祈
念
し
ま
す
．

　　　　輯翠罵淵鍵礎響謙輔

、．．覇辮養
瓢　㌔鍮
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雪
ま
つ
り
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
メ
ー
ン
に
な
る
雪
上
力

ー
ニ
バ
ル
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
平
．
等
院
鳳
風
堂
を
模
し
た
”
鳳
風

堂
〃
と
決
ま
り
、
模
型
、
設
計
図
も
完
成
し
ま
し
た
。
間
口
七

十
材
の
壮
大
な
舞
台
で
す
。
　
〃
ひ
ろ
ば
〃
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広

場
（
十
高
）
、
ふ
る
さ
と
広
場
（
十
日
町
小
）
、
〈
ら
し
の
広
場

（
加
工
部
跡
地
）
な
ど
五
つ
の
広
場
を
予
定
し
て
お
り
賑
や
か

な
も
の
に
な
り
ま
す
。
十
日
町
駅
で
は
、
記
念
入
場
券
が
発
売

さ
れ
、
写
真
集
「
白
い
愛
の
祭
典
」
も
発
刊
さ
れ
ま
す
。
多
彩

な
三
十
回
雪
ま
つ
り
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
の
準
備
は
、
昨
年
の
六

月
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
実
行
委

員
会
（
委
員
長
山
内
正
豊
）
を
組
織

し
、
企
画
宣
伝
部
会
（
実
施
計
画
の

立
案
）
、
事
業
部
会
（
行
催
事
の
計

画
、
協
賛
事
業
の
連
絡
調
整
）
、
ひ

ろ
ば
部
会
（
ひ
ろ
ば
の
企
画
製
作
）

カ
ー
ニ
バ
ル
部
会
（
カ
ー
ニ
バ
ル
の

企
画
演
出
）
、
雪
の
芸
術
展
部
会
（
雪

●●●●●●●●●●●o●9●●●●●”●●●●”●●・●。●●”●．●●・

像
の
製
作
審
査
）
、
サ
ー
ビ
ス
部
会

（
交
通
、
警
備
、
輸
送
、
宿
泊
）
の

六
部
会
で
綿
密
な
計
画
が
た
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

　
宇
治
平
等
院
鳳
鳳
堂
を
模
し
て
つ

く
ら
れ
た
舞
台
は
、
間
口
七
十
材
高

さ
十
八
材
、
奥
行
き
三
十
岩
と
こ
れ

ま
で
に
な
い
壮
大
な
も
の
で
す
。
サ

ブ
舞
台
を
つ
く
り
、
太
鼓
を
打
つ
位

置
も
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ザ

イ
ン
は
飯
林
織
物
㈱
専
務
の
飯
塚
吉

司
さ
ん
の
手
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
舞
台
で
二
月
十
日
夜
、
「
日

本
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
四

十
六
名
の
モ
デ
ル
に
よ
る
キ
モ
ノ
シ

ョ
ー
、
小
野
満
と
ス
イ
ン
グ
ビ
ー
バ

ー
ズ
の
生
演
奏
、
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ

ス
、
芹
洋
子
ら
の
歌
、
雪
上
花
火
、
紋

紙
焼
納
な
ど
が
豪
華
絢
欄
に
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。
総
合
司
会
は
N
H
K

の
山
川
静
夫
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
こ

の
模
様
は
N
H
K
番
組
「
奥
さ
ま
ご

い
っ
し
ょ
に
」
（
午
前
八
時
四
十
分

～
九
時
三
十
分
）
で
全
国
放
送
の
予

定
で
す
。
産
地
の
き
も
の
の
P
R
が

N
H
K
番
組
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と

あ
っ
て
担
当
の
織
物
組

合
青
年
部
会
（
田
村
甲

部
会
長
）
で
は
大
張
り

切
り
で
す
。

ひ
ろ
ば

　
雪
ま
つ
り
を
盛
り
あ

げ
る
も
う
一
つ
の
も
の

は
楽
し
い
広
場
で
す
。

今
回
の
広
場
は
五
点
方
式
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
（
十
日
町
青
年
会

議
所
－
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
ふ
る
さ

と
広
場
（
ふ
る
さ
と
広
場
実
行
委
員

会
…
十
目
町
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
く
ら

し
の
広
場
（
十
日
町
農
協
－
高
田
町

織
物
組
合
加
工
部
跡
地
）
愛
と
ロ
マ

ン
の
広
場
（
立
正
佼
成
会
ー
宇
都
宮

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
そ
れ
に
睦
織
物
卜
日

町
工
場
跡
地
（
繊
労
－
要
請
中
）
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
広
場
で
は
町
内
や
団

体
、
家
族
ぐ
る
み
で
雪
の
芸
術
作
品

を
製
作
し
て
、
一
緒
に
広
場
づ
く
り

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
を
求
め
て

い
ま
す
。
市
民
総
参
加
の
手
づ
く
り

の
ま
つ
り
に
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
．

札
幌
雪
ま
つ
り
に
も
参
加

　
札
幌
雪
ま
つ
り
（
二
月
一
日
～
五

日
）
も
今
年
で
三
十
回
で
す
。
こ
れ

を
記
念
し
て
札
幌
雪
ま
つ
り
期
間
中

に
、
札
幌
市
内
の
百
貨
店
、
呉
服
店

と
共
催
し
て
、
十
日
町
キ
モ
ノ
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
二
月
三

日
に
は
北
海
タ
イ
ム
ス
社
前
の
雪
像

ス
テ
ー
ジ
で
十
日
町
キ
モ
ノ
シ
ョ
ー

も
行
わ
れ
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
の
詳
細
行
事
は
二
十
五

日
の
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

ポスター

とおガ詐．古（3）

1雛1
㍉・膿．墜購

　
　
　
野

気
嚢

　
第
一
回
の
雪
ま
つ
り
は
、
昭
和
二

十
五
年
二
月
で
す
。
母
体
に
な
っ
た

の
は
十
日
町
文
化
協
会
で
し
た
。
き

っ
か
け
は
、
こ
の
会
の
会
長
、
高
橋

喜
平
さ
ん
が
、
昭
和
二
十
二
年
の
秋

に
、
柏
崎
で
天
皇
陛
下
に
、
雪
に
つ

い
て
の
お
話
を
申
し
あ
げ
た
際
に
、

陛
下
か
ら
「
何
か
雪
国
を
明
る
く
す

る
よ
う
な
話
は
な
い
の
で
す
か
」
と

ご
下
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

高
橋
さ
ん
は
ス
キ
ー
の
こ
と
を
申
し

あ
げ
た
の
で
す
が
、
当
時
は
ま
だ
ス

キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
の
は
暇
と
金

雪まつりのおこり

堂鳳
雪上舞台は
　　　“鳳

　雪ヒ舞台のデザインができあがり、舞台づ《

りは雪降りを待つばか1）です。今年のデザィン

は、飯林織物（株）専務の飯塚吉司さんが担当し、

間口70m、奥行30m、高さ18m、の壮大な舞台

です。

記念入場券を発売（国鉄）

　飯山線十日町駅では、30回雪まつりを記念し

て入場券を発売します。…セツト5枚組で400円

です。2月10日かρ）同駅で発売します。ご希望

び）方は同駅で購入するか、400円と返信用封筒（切

手を貼・）て）を同封して申し込みください。

礪粥潟雪伯
雪まつりタバコ
〈セブンスター〉

　　　　　発売

の
あ
る
人
達
で
、
一
般
庶

民
は
雪
の
た
め
の
暗
い
生

活
か
ら
凶
歩
も
ぬ
け
出
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
に
気
づ
い
た
高
橋
さ
ん

は
、
文
化
協
会
の
仲
間
と

雪
国
の
雪
の
中
で
、
雪
を

敵
に
ま
わ
さ
ず
に
、
雪
を

友
に
す
る
楽
し
い
催
し
物

は
で
き
な
い
か
と
考
え
た

の
で
す
。
そ
こ
で
、
子
供

が
雪
だ
る
ま
や
雪
玉
を
作
っ
て
楽
し
む

よ
う
に
、
大
人
が
雪
で
彫
刻
を
作
っ
て

み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
ま
し
て
や
十
日

町
は
絹
織
物
の
産
地
で
、
そ
う
い
う

セ
ン
ス
の
持
ち
主
は
大
勢
い
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
雪
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
た
ら
、
そ
れ
は
雪
国
を
明
る
く

す
る
基
本
に
な
る
と
考
え
た
の
で
す
。

そ
し
て
第
一
回
が
始
ま
り
、
街
に
は

作
品
が
あ
ふ
れ
、
雪
中
カ
ー
ニ
バ
ル

も
行
わ
れ
、
一
等
賞
品
は
食
糧
不
足

を
反
映
し
生
き
た
白
兎
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
最
初
か
ら
市
民
参
加
の
手
づ

く
り
の
ま
つ
り
だ
っ
た
の
で
す
。
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こ
と
し
の
え
ど
（
干
支
）
は
羊
で
す
。

　
え
と
は
昔
、
中
国
で
十
干
十
二
支
を
組
み
あ
わ
せ
て

六
十
の
周
期
で
日
や
年
月
を
数
え
た
も
の
で
す
が
、
十

二
支
に
、
動
物
を
あ
て
は
め
た
の
は
後
代
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
・
と
だ
そ
う
で
す
。

　
昭
和
三
十
年
生
れ
の
若
い
親
羊
と
元
気
な
小
羊
に
登

場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
く
す
く
と
伸
び
／
＼
と
成

長
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
今
ま
で
の
羊
年
は
、
比
較
的
平
穏
な
年
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
今
年
一
年
も
、
景
気
が
回
復
し
良
い
年
で

あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

・申申喚事申乎申申申申車申事申申申申申申申申》

羊年はこんな年でした
奏申事申申申申申事“申事事申申申申事申申事申・

明治4年（1871）

・官営グ）郵便制度始まる　・廃藩置県（新潟、相

柏崎の3県に）　・戸籍法が制定される　・断髪

廃刀

明治16年（1883）

・頸城自由党員が逮補され、高田事件が起こる

県会議事堂落成

明治28年（1895）

・日清講和条約締結　・ 三国干渉　・電信取扱開始

・中条村にチフス看者（45名中9名死亡）

明治40年　1907

・北越鉄道国有となり信越線ヒ改称　・株式市場暴

落　・足尾銅山暴動、軍隊出動　　・十日町染織学校

県立に移管

・ヴェルサイユ条約調印

大正8年（1919）

・普選運動各地に拡大

昭和6年（1931）

・上越線全通　・満州事変ぼっ発　・北海道東北で

大飢饒　・イネの農林1号完成　・NHK新潟放送

局開局

昭和18年（1943）

・第1回学徒出陣　・25歳未満σ）未婚の女子を女子

勤労挺身隊として動員決定　・徴兵適令1年引下げ

・学童疎開受け入れ　・山本元師戦死　・十目町実

科高等女学校、高等女学校に昇格

昭和30年（1955）

・社会党統一　　・自由民主党結成　　・新潟市大火

1，126戸焼失　・下条村合併　　・十目町商工会議所

発足　・中山龍次氏胸像除幕式

昭和42年（1967）

・飯山線全線気動化　・上越線複線化完成　・商工

福祉会館完成　・姿大橋完成　・勤労青少年ホーム

羊年のお母さんから　灘諭
　　　　　細鵡》　し可愛いい小羊へ

　　　　　　　繍
　　　　　　　　桑原芳子さん　　一鍬柄沢一　　　　　　　　　　　　玄ポてやの　　　　　阿　甜蝋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1いさ若忠　　　　　　　　　和司ちやん（3歳2ヵ月）　　ツましい男部　　　　　　　　　政司ちやん（1歳8ヵ月）　　　　　　　　　　　　杏玄≦悉誉　鼎、，，｛　肺「

阿
部
忠
男
さ
ん
　
1
蹴
日
町
－

　
　
光
子
さ
ん

　
　
慈
美
ち
ゃ
ん
（
一
歳
九
ヵ
月
）

忠
男
さ
ん
と
光
子
さ
ん
は
職
場
結
婚
。
と
も
に
羊
年
生
ま
れ

の
若
い
夫
婦
で
す
。
摩
イ
ッ
チ
ャ
ン
”
に
は
、
女
の
子
だ
か
ら
、

や
さ
し
く
て
、
愛
敬
の
あ
る
女
の
子
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
川
西
町
に
素
晴
ら
し
い
体
育
館
が
で
き
た
の
で
ス

ポ
ー
ツ
人
口
の
多
い
十
日
町
市
に
も
欲
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　18歳の時、中里村倉俣から

嫁いできた芳子さん。今は2

児の母親です。出機を織’・て

います。やんちゃな2人を保

育所にゃりたいび）ですが近く

にないび）で、せめて野中あた

りにできればと思つています

冬になると旦那さんが通えな

くなるσ）で冬期び）交通確保は

切実な願いです。

一
月
一
日
生
ま
れ
で
す
。

真
霜

貴
美
子
ち
や
ん

　
　
ー
錦
町
．
．
一

　1月1日午前4時42分、1・日町病院で3，3759♂）元

気な赤ちやんが生まれました．真霜勝夫さん、しづ

さんの二番目の赤ちやん、貴美子ちやんです。

　“健康で、やさしくて、ほがらかな家庭的な女び）

子”に育つて欲しいと両親は望んでいます．

一吉田山谷一

丸山由紀子さん

　　和佳子ちやん（1歳6な月

　隣部落の小泉かr）嫁いできた

由紀子さんは織物組合に勤めて

いて、共稼ぎです。“カッコちゃ

ん摩には、“腕白でもいい、強く

な一・て欲しい”と願っています。

女の子だけど、学校に行くまで

は泣かされたr）いじめかえすく

r）いび）子に育てるつもりです。

　雪、道路、物価、景気σ）問題

に関心があります。

小
林
ケ
イ
子

　
　
貴
幸
さ
ん
　
ー
城
之
古
一
f

ち
ゃ
ん
（
一
歳
四
ヵ
月
）

　
　
　
　
　
“
タ
カ
ち
ゃ
ん
”
は
ワ
ン
パ
ク
で
、
一
時
も
じ
っ
と
し
て
い
ま
せ

　
　
　
　
ん
。
子
供
が
自
由
に
遊
べ
る
広
場
が
な
い
の
で
、
安
心
し
て
い
ら
れ

　
　
　
　
る
公
園
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
嫁
い
で
く
る
ま
で
田
ん
ぼ
に

　
．
麟

　
　
　
　
は
入
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
夏
に
な
る
と
農
業
に
フ
ァ

　
　
　
　
イ
ト
を
燃
や
す
旦
那
さ
ん
と
田
ん
ぼ
や
畑
に
で
ま
す
。

今
年
も
が
ん
ば
り
ま
す

蘭イラスト・鈴木

二信口真・樋写

騨
盈
駆
麟
㎜

阿
　
部
　
玲
　
子
　
さ
ん
　
1
本
町
四
－

　
　
康
子
ち
ゃ
ん
（
一
歳
ニ
ヵ
月
）

　
〃
ヤ
ッ
チ
ャ
ン
”
は
町
内
の
人
気
者
で
す
。
今
日
（
一
月
十

日
）
弟
（
妹
？
）
が
生
ま
れ
る
予
定
な
の
で
す
。

そ
し
た
ら
母
子
と
も
羊
年
生
ま
れ
で
す
。
玲
子
さ
ん
は
、
青
年

学
級
で
旦
那
さ
ん
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
十
日
町
市
に

も
青
年
の
た
め
に
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
み
た
い
な
も
の
が
あ

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中　町　寛子さん一貝之川一

　　　　めぐみちやん

　　　　　　　（1歳7ヵ月）

　寛子さんは、中条管沼から嫁

いできました。学校も駅もバス

も近くで良い所だと嬉んでいま

す。“メーチヤン”は「バータ

ン」「マンマ」と片言を話すよ

うになり、寝る時にはテレビも

消せます。この娘のためにも市

民本位の行政を望んでいました。

濯熱匙満

8
広
報
協
力
員
8

明泰野唾繭凹
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こ
と
し
の
え
ど
（
干
支
）
は
羊
で
す
。
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干
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支
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あ
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六
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周
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や
年
月
を
数
え
た
も
の
で
す
が
、
十

二
支
に
、
動
物
を
あ
て
は
め
た
の
は
後
代
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
・
と
だ
そ
う
で
す
。

　
昭
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三
十
年
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若
い
親
羊
と
元
気
な
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羊
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ら
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ま
し
た
。
す
く
す
く
と
伸
び
／
＼
と
成

長
し
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欲
し
い
も
の
で
す
。
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で
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羊
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、
比
較
的
平
穏
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年
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多
か
っ
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も
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景
気
が
回
復
し
良
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年
で
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。
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癖
携
業
宅
児
這
そ
ケ

　
お
米
は
わ
が
国
の
国
民
的
伝
統
食
品
と
し
て
、
食
生
活
の
中
枢
を
占
め
て
一

…
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
、
生
産
と
消
費
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
、
大
き
…

｝
な
農
政
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
政
府
も
「
米
の
消
費
拡
大
運
動
」

…
な
ど
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
「
お
米
を
見
直
し
」
て
い
た
だ
く
た
め
、
一

皿
十
回
に
わ
た
っ
て
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
、
米
は
不

足
が
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
四

予
二
年
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
農
地

の
基
盤
整
備
や
、
稲
作
技
術
の
改
善

な
ど
の
成
果
が
実
を
結
び
、
米
の
生

産
は
著
し
く
向
上
し
ま
し
た
．
一
方

米
の
消
費
は
、
食
生
活
の
多
様
化
な

ど
に
よ
旦
、
一
十
七
・
三
十
八
年
頃
か

ら
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

シリーズ

瀞．1

に
つ
い
て
は
、
一
人
当
り
の
消
費
量

の
減
少
を
反
映
し
、
総
需
要
量
は
一
、
一

十
八
年
の
千
三
百
四
十
一
万
ト
ン
を

ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
五
十
一
年

に
は
千
百
八
十
二
万
ト
ン
、
五
十
二

年
に
は
千
二
百
十
万
ト
ン
に
お
ち
つ

く
も
の
と
み
ら
れ
、
さ
ら
に
五
十
三

年
に
は
、
消
費
量
の
拡
大
が
容
易
で

な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
．
一
れ
よ
り

若
干
下
ま
わ
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
．

昨
年
は
作
柄
が
史
上
最
高

　
一
方
生
産
に
つ
い
て
は
、
四
十
六

年
以
降
の
米
の
生
産
調
整
及
び
稲
作

転
換
対
策
が
ほ
ぼ
順
調
に
実
施
さ
れ
、

お
お
む
ね
単
年
度
需
給
が
均
衝
す
る

水
準
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
．
し
カ

し
、
四
十
九
年
以
降
根
強
い
稲
作
志

〆生産量

過剰米
、
、

一痛　　　、
ら

ノ

需要量

囮生産調整数量

□米穀年度末
政府古米持越

顎

万トン
1、500

1．000

500

0　40年度41　42　43　44　　45　46　47　48　49　50　51　52　53
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（見込）　（計画）

万ha
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320作
310

300付
290面
280
270積
260

250

伸
び
な
や
む
需
要

10アール当たり収量

　
　
　
ア
貴

　
　
　
　
収

　
　
　
　
年

！
　
　
　
平

作
付
面
積

0

　kg

　490
　480
10470

ア460
1　450ル
　440当
た430
り420
収引0
量400
　390

42　　43　　44　　45　　46　　47　　48　　49　　50　　51　　52
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40年度引

　
そ
こ
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
最
近

の
米
の
需
給
動
向
を
み
る
と
、
需
要

　市議会　昭和52年度一般
　　の動き　会計決算等を審議

　市議会第4回定例会は、12月4日から14日まで

の11日間開催されました．

　この議会では、昭和52年度一般会計歳入歳出決

算認定などを含む26議案を審議し、また一般質問

は4名び）議員が行いました。

　審議された主なものは、／）ぎグ）とおりです。

旧十日町市手数料条例の一部を改正する条例　身

分・職業に関する証明、印鑑登録証明、土地証明、

住民基本台帳住民票、戸籍σ）附票の写し又は証明

等の手数料が、54年4月1日かび）100円に引き上

けド）れます。

■市道の認定　市道丸山町2号線他6路線が認定

されました。

■固定資産評価審査委員会委員の選任　委員の庭

野吉郎氏グ）死亡に伴い、阿部十郎氏を選任するこ

とに同意しました。

■昭和53年度一般会計補正予算　歳入歳出それぞ

れ81，590千円を追加し・歳入歳出予算の総額を

6，645，405千円としました。

■一般質問の主な内容

橋本貞一議員（建設行政に・）いて、農林行政に・）

　いて、教育行政に・）いて、市民の声にー）いて）

小林辰雄議員（大型店問題に1）いて）

大島清松議員（都市計画に・）いて・保健行政につ

　いて、市政一般について）

小宮山達男議員（昭和54年度予算編成方針に・）い

　て）

向
の
強
ま
り
か
ら
、
稲
作
作
付
面
積

は
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
特
に
五
十

二
年
度
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
生
産
量
は
千
三
百
十
七
万

ト
ン
に
達
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年

は
、
作
柄
が
史
上
最
高
を
記
録
し
、

昨
年
か
ら
開
始
し
た
第
二
次
生
産
調

整
に
よ
り
作
付
面
積
十
三
幹
減
（
三

十
九
万
千
診
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

計
画
生
産
量
千
百
七
十
万
ト
ン
を
八

十
九
万
ト
ン
も
上
ま
わ
る
千
．
二
百
五

十
九
万
ト
ン
の
生
産
量
に
な
る
も
の

と
予
測
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
は
．

　
こ
う
し
た
需
給
事
情
を
反
映
し
て

五
十
三
年
十
月
末
の
政
府
古
米
在
庫

は
五
百
七
十
万
ト
ン
か
ら
大
幅
に
増

加
し
、
七
百
万
ト
ン
台
に
乗
る
こ
と

は
ま
ち
が
い
な
く
な
り
そ
う
で
す
。

　
今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
当
分

の
間
、
生
産
に
つ
い
て
は
水
田
利
用

再
編
対
策
を
推
進
し
、
需
要
に
つ
い

て
は
米
消
費
拡
大
の
諸
施
策
を
講
じ

て
需
要
均
衝
を
は
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

壊驚．辮
　フランスの古いマナーブックに、見知らぬ人」こ

話しかけるさっかけをつくる］ツとして鯉たばこ

の火を借りることが、一番自然でかつ初対面の入

とのなごやかな人間関係をつくり出すことがてさ

る”とある。

　“ちょっと火を拝借……いや、ありがとう、と

さに、さようはまたいいお天気て……”といった

あんばい。たしかに、長旅の途中隣り合わせた人

と肩のこらない世間話などはしめる場合、火を借

りるという方法は効果的にちがいない・

　だが、かならずしもこの方法がいいことばかり

とは限らない。時代劇によく出てくるシーンのよ

うに、松並木の街道筋を歩きながら「卒璽ながら

火をお借り申す」と近寄って顔を見合わせたとた

ん「やあ、その方は親の敵、ここて合ったが陶年

目、いざ尋需に勝負」右んてことになりかねない

場合だってあることもお忘れなく……。
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十
日
町
青
年
学
級
が
開
設
さ
れ
て

三
十
年
を
経
た
今
日
、
、
そ
¢
当
初
の

頃
が
ら
ず
っ
と
続
い
て
来
て
い
る
の

が
郷
土
コ
ー
ス
で
す
。
幽
妻
有
に
生
き

る
た
め
に
”
妻
有
”
の
学
習
を
し
て
来

窯
℃
た
。
響
も
今
も
郷
土
を
学
び
、

毒
え
…
…
そ
う
し
た
中
で
郷
土
の
こ

と
を
少
し
ず
つ
理
解
し
て
ゆ
く
。
そ

れ
が
時
に
は
民
俗
学
で
あ
っ
た
り
考

　
　
　
　
ヤ

古
学
で
あ
っ
た
り
、
社
会
学
で
あ
っ

た
り
ー
と
に
か
く
長
い
歴
史
の
あ

る
青
年
学
級
の
中
で
も
と
り
わ
け
中

核
的
な
コ
ー
ス
と
も
い
え
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
●

66天神林，，の

　ルーツを探る・・

一十日町青年学級郷土コースー

　　〈市公民館本館〉

し
ょ
う
。
そ
の
郷
土
コ
ー
ス
は
昨
年
か

ら
“
天
神
林
”
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
地
方
で
は
誰
も
が
聞
き
、
謡

っ
た
事
の
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、

講
師
に
大
島
伊
一
氏
（
市
内
水
野

．
町
）
．
を
迎
え
、
専
門
的
分
野
で
の
研

究
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
も
、
こ
の
、
“
天
神
林
”
は

地
域
に
よ
っ
て
謡
い
方
が
異
な
っ
た

り
、
あ
る
い
は
又
、
こ
の
“
天
神
林
”

が
謡
わ
れ
て
い
る
地
域
の
分
布
も
実

に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
調
査
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
分
布
調
査
は
勿
論

そ
の
源
流
を
深
る
調
査
な
ど
、
古
い

文
献
を
数
多
く
掘
り
お
こ
し
な
が
ら

研
究
し
、
遠
く
は
長
野
県
の
南
部
ま
・

で
足
を
運
び
も
し
ま
し
た
。
よ
う
や

く
こ
の
市
内
を
除
く
調
査
も
一
段
落

し
、
今
は
そ
れ
ら
の
調
査
の
ま
と
め

と
、
市
内
の
調
査
と
の
平
行
し
た
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
”
天
神
林
瀞
を
謡
っ
て
く
れ
る
人

を
捜
し
、
そ
し
て
一
升
ビ
ン
を
脇
に

か
か
え
、
テ
ー
プ
を
持
っ
て
各
地
域

の
そ
れ
を
集
録
し
て
歩
き
ま
す
。
一

週
閥
一
度
の
コ
ー
ス
学
習
日
だ
け
で

は
時
間
的
に
足
ゆ
ず
、
夜
あ
る
い
は

日
祭
日
を
使
っ
て
の
調
査
。
歴
史
と

い
う
も
の
に
背
を
向
け
た
若
者
が
多

い
現
代
社
会
の
中
で
、
こ
う
し
て
郷

土
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
考
え
、
研

究
し
て
い
る
若
者
達
。
確
か
に
少
な

い
人
数
（
五
人
）
で
あ
る
け
れ
ど
も

今
は
こ
の
覆
天
神
林
”
の
研
究
を
始

め
て
二
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る

天神林楽譜（＋日町市街地のもの）

一一一・薫一のは絶≡一い一こ斗伽一

）筐一いこ一一，一距…嶋一’協一一一毒一・施

吻＆響一、’5一て一一　み。，の奪れ一一～

ト　　　　　め　　ら　　か　　一一　　さり　一曜印一　●

　
《
天
神
林
歌
詞
》

・
目
出
度
い
も
の
は
大
根
種
ノ
＼

　
花
が
咲
き
揃
う
て
実
の
や
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
俵
か
さ
な
る

・
御
門
の
上
の
鶯
が
ノ
＼

　
　
こ
れ
の
但
那
様
知
行
や
増
や
せ

　
　
　
　
　
増
や
せ
と
さ
や
ず
る

・
誰
が
子
で
ご
ざ
る
目
見
が
良
い

　
　
そ
ば
の
た
れ
だ
や
ら

　
　
　
　
角
や
あ
る
人
の
子
で
候

・
八
幡
の
森
に
宿
と
れ
ば
ノ
＼

　
　
宵
に
や
鐘
が
鳴
る

　
　
　
夜
明
け
に
は
森
の
す
が
ら
す

　
　
動

　
　
出
研
究
を
我
々
は
も
う
一
度
、
根
本
的

　
る
伊
、
な
問
題
ど
し
て
見
つ
め
な
お
さ
な
け

　
す
（

　
譜
恵
　
㌧
。

　
楽
沢
力

　
を
宮
　
　
こ
の
”
天
神
林
”
の
研
究
も
、
今

　
の

　
し
潟

　
喋
　
　
そ
し
て
ま
た
、
市
内
の
天
神
林
を

　
プ
　
　
総
集
し
て
「
天
神
林
大
会
」
を
も
計

　
テ
　
画
し
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
い
た
だ

　
　
　
　
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

曜
　
達

さ
に
子
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

・
も
掌
春
に
は
成
果
発
表
を
す
る
こ
と
に
な

ら
た
大
つ
て
い
ま
す
が
、
民
俗
学
的
に
高
い

め
録
新
評
価
が
な
さ
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

ト
　
一

こ
の
作
業
に
、
自
分
達
自
身
の
尊
い

価
値
観
を
見
い
出
し
て
い
る
様
に
も

思
い
ま
す
。

　
新
し
い
も
の
ば
か
り
を
吸
収
し
、

古
き
も
の
へ
の
愛
着
が
薄
れ
て
ゆ
く

現
代
社
会
の
風
潮
．
歴
史
に
目
を
向

け
な
く
な
っ
た
現
代
青
年
の
群
像
。

　
不
確
実
性
と
い
う
言
葉
が
は
や
っ
て

い
る
昨
今
。
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
も
の
に
目
を
向
け
、
確
実
に

一
歩
く
積
み
重
ね
て
ゆ
く
地
道
な

哉
人
の
日
を
迎
え
饗
瓢
た
皆
さ
ん
耀
灘
．
．

あ
な
た
も
検
察
審
査
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
ば
れ
ま

　
成
人
に
な
る
と
選
挙
権
を
得
る
と

と
も
に
、
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る

こ
と
を
、
こ
存
知
で
す
か
。

　
検
察
審
査
員
制
度
と
は
、
交
通
事

故
、
詐
欺
、
窃
盗
等
の
犯
罪
が
起
き

て
犯
人
が
つ
か
ま
っ
て
も
、
検
察
官

が
証
拠
不
十
分
等
の
理
由
で
そ
の
者

を
裁
判
に
か
け
ず
不
起
訴
処
分
に
し

た
場
合
、
こ
の
処
分
に
不
満
な
人
の

申
し
立
て
を
聞
い
て
、
も
う
一
度
事

件
を
調
べ
直
し
、
検
察
官
の
処
分
が

正
し
い
か
審
査
す
る
制
度
で
す
。

　
審
査
員
に
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中

か
ら
ク
ジ
で
選
ば
れ
た
民
間
人
十
一

人
が
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
審
査
員

に
な
っ
た
ら
、
国
民
の
代
表
と
し
て

審
査
の
仕
事
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
不
起
訴
処
分
に
対
す
る
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

服
申
し
立
て
は
簡
単
で
費
用
が
か
か

り
ま
せ
ん
。
詳
し
い
．
こ
相
談
は
、
長

岡
市
信
濃
二
丁
目
六
番
一
号
　
新
潟

地
方
裁
判
所
長
岡
支
部
内
長
岡
検

察
審
査
会
（
8
0
二
五
八
⊥
二
五
ー

一
＝
四
一
番
）
ま
で
。

郵
便
投
票
証
明
書
の
手
続

き
は
お
早
め
に

　
　
　
　
　
ー
統
一
地
方
選
挙

　
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
．
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
の
で
き
る
人
は
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
下
表
に
該
当
す

る
人
で
す
。
こ
れ
に
は
「
郵
便
投
票

証
明
書
」
が
必
要
で
す
．
こ
の
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
は
い
つ
で
も
発
行

し
て
い
ま
す
。

障害♂）範囲 障　　害　　び）　程　　度

米身体障害者手帳をお

持亡）び）人で…

米県知事が証明した人

1灘隠1三
障害の程度がL記に該当する人

鐵傷病者手帳をお持

　ちのぺて

崇県知事か証明した入

麟黙〉鱗勲までである

懸＞禦蹄離
障害の程度かL記に該当する入

　
手
続
き
の
方
法
は
「
郵
便
投
票
証

明
書
交
付
申
請
書
」
（
用
紙
は
選
管
に

あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
添

え
て
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
．
な
お
、
こ
の
「
郵
便
投

票
証
明
書
」
は
有
効
期
問
が
四
ヵ
年

で
す
の
で
、
す
で
に
お
持
ち
の
方
も

期
間
を
お
確
め
く
だ
さ
い
。

疲

◎
日

◎
会

◎
該
当
者

五
月
十
三
目
旧

午
前
十
時
～
十
二
時

十
日
町
市
民
体
育
館

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
目

～
三
十
四
年
四
月
一
日
生

ま
れ
の
当
市
在
住
者

＊
詳
細
は
後
日

　
い
た
し
ま
す
。

本
人
宛
に
ご
連
絡

轟
躍



O
筋
ぺ

（6）
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癖
携
業
宅
児
這
そ
ケ

　
お
米
は
わ
が
国
の
国
民
的
伝
統
食
品
と
し
て
、
食
生
活
の
中
枢
を
占
め
て
一

…
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
、
生
産
と
消
費
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
、
大
き
…

｝
な
農
政
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
政
府
も
「
米
の
消
費
拡
大
運
動
」

…
な
ど
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
「
お
米
を
見
直
し
」
て
い
た
だ
く
た
め
、
一

皿
十
回
に
わ
た
っ
て
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
、
米
は
不

足
が
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
四

予
二
年
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
農
地

の
基
盤
整
備
や
、
稲
作
技
術
の
改
善

な
ど
の
成
果
が
実
を
結
び
、
米
の
生

産
は
著
し
く
向
上
し
ま
し
た
．
一
方

米
の
消
費
は
、
食
生
活
の
多
様
化
な

ど
に
よ
旦
、
一
十
七
・
三
十
八
年
頃
か

ら
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

シリーズ

瀞．1

に
つ
い
て
は
、
一
人
当
り
の
消
費
量

の
減
少
を
反
映
し
、
総
需
要
量
は
一
、
一

十
八
年
の
千
三
百
四
十
一
万
ト
ン
を

ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
五
十
一
年

に
は
千
百
八
十
二
万
ト
ン
、
五
十
二

年
に
は
千
二
百
十
万
ト
ン
に
お
ち
つ

く
も
の
と
み
ら
れ
、
さ
ら
に
五
十
三

年
に
は
、
消
費
量
の
拡
大
が
容
易
で

な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
．
一
れ
よ
り

若
干
下
ま
わ
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
．

昨
年
は
作
柄
が
史
上
最
高

　
一
方
生
産
に
つ
い
て
は
、
四
十
六

年
以
降
の
米
の
生
産
調
整
及
び
稲
作

転
換
対
策
が
ほ
ぼ
順
調
に
実
施
さ
れ
、

お
お
む
ね
単
年
度
需
給
が
均
衝
す
る

水
準
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
．
し
カ

し
、
四
十
九
年
以
降
根
強
い
稲
作
志

〆生産量

過剰米
、
、

一痛　　　、
ら

ノ

需要量

囮生産調整数量

□米穀年度末
政府古米持越

顎

万トン
1、500

1．000

500

0　40年度41　42　43　44　　45　46　47　48　49　50　51　52　53
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（見込）　（計画）

万ha
330

320作
310

300付
290面
280
270積
260

250

伸
び
な
や
む
需
要

10アール当たり収量

　
　
　
ア
貴

　
　
　
　
収

　
　
　
　
年

！
　
　
　
平

作
付
面
積

0

　kg

　490
　480
10470

ア460
1　450ル
　440当
た430
り420
収引0
量400
　390

42　　43　　44　　45　　46　　47　　48　　49　　50　　51　　52

　　資料：農林省、作物統計

40年度引

　
そ
こ
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
最
近

の
米
の
需
給
動
向
を
み
る
と
、
需
要

　市議会　昭和52年度一般
　　の動き　会計決算等を審議

　市議会第4回定例会は、12月4日から14日まで

の11日間開催されました．

　この議会では、昭和52年度一般会計歳入歳出決

算認定などを含む26議案を審議し、また一般質問

は4名び）議員が行いました。

　審議された主なものは、／）ぎグ）とおりです。

旧十日町市手数料条例の一部を改正する条例　身

分・職業に関する証明、印鑑登録証明、土地証明、

住民基本台帳住民票、戸籍σ）附票の写し又は証明

等の手数料が、54年4月1日かび）100円に引き上

けド）れます。

■市道の認定　市道丸山町2号線他6路線が認定

されました。

■固定資産評価審査委員会委員の選任　委員の庭

野吉郎氏グ）死亡に伴い、阿部十郎氏を選任するこ

とに同意しました。

■昭和53年度一般会計補正予算　歳入歳出それぞ

れ81，590千円を追加し・歳入歳出予算の総額を

6，645，405千円としました。

■一般質問の主な内容

橋本貞一議員（建設行政に・）いて、農林行政に・）

　いて、教育行政に・）いて、市民の声にー）いて）

小林辰雄議員（大型店問題に1）いて）

大島清松議員（都市計画に・）いて・保健行政につ

　いて、市政一般について）

小宮山達男議員（昭和54年度予算編成方針に・）い

　て）

向
の
強
ま
り
か
ら
、
稲
作
作
付
面
積

は
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
特
に
五
十

二
年
度
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
生
産
量
は
千
三
百
十
七
万

ト
ン
に
達
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年

は
、
作
柄
が
史
上
最
高
を
記
録
し
、

昨
年
か
ら
開
始
し
た
第
二
次
生
産
調

整
に
よ
り
作
付
面
積
十
三
幹
減
（
三

十
九
万
千
診
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

計
画
生
産
量
千
百
七
十
万
ト
ン
を
八

十
九
万
ト
ン
も
上
ま
わ
る
千
．
二
百
五

十
九
万
ト
ン
の
生
産
量
に
な
る
も
の

と
予
測
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
は
．

　
こ
う
し
た
需
給
事
情
を
反
映
し
て

五
十
三
年
十
月
末
の
政
府
古
米
在
庫

は
五
百
七
十
万
ト
ン
か
ら
大
幅
に
増

加
し
、
七
百
万
ト
ン
台
に
乗
る
こ
と

は
ま
ち
が
い
な
く
な
り
そ
う
で
す
。

　
今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
当
分

の
間
、
生
産
に
つ
い
て
は
水
田
利
用

再
編
対
策
を
推
進
し
、
需
要
に
つ
い

て
は
米
消
費
拡
大
の
諸
施
策
を
講
じ

て
需
要
均
衝
を
は
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

壊驚．辮
　フランスの古いマナーブックに、見知らぬ人」こ

話しかけるさっかけをつくる］ツとして鯉たばこ

の火を借りることが、一番自然でかつ初対面の入

とのなごやかな人間関係をつくり出すことがてさ

る”とある。

　“ちょっと火を拝借……いや、ありがとう、と

さに、さようはまたいいお天気て……”といった

あんばい。たしかに、長旅の途中隣り合わせた人

と肩のこらない世間話などはしめる場合、火を借

りるという方法は効果的にちがいない・

　だが、かならずしもこの方法がいいことばかり

とは限らない。時代劇によく出てくるシーンのよ

うに、松並木の街道筋を歩きながら「卒璽ながら

火をお借り申す」と近寄って顔を見合わせたとた

ん「やあ、その方は親の敵、ここて合ったが陶年

目、いざ尋需に勝負」右んてことになりかねない

場合だってあることもお忘れなく……。
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十
日
町
青
年
学
級
が
開
設
さ
れ
て

三
十
年
を
経
た
今
日
、
、
そ
¢
当
初
の

頃
が
ら
ず
っ
と
続
い
て
来
て
い
る
の

が
郷
土
コ
ー
ス
で
す
。
幽
妻
有
に
生
き

る
た
め
に
”
妻
有
”
の
学
習
を
し
て
来

窯
℃
た
。
響
も
今
も
郷
土
を
学
び
、

毒
え
…
…
そ
う
し
た
中
で
郷
土
の
こ

と
を
少
し
ず
つ
理
解
し
て
ゆ
く
。
そ

れ
が
時
に
は
民
俗
学
で
あ
っ
た
り
考

　
　
　
　
ヤ

古
学
で
あ
っ
た
り
、
社
会
学
で
あ
っ

た
り
ー
と
に
か
く
長
い
歴
史
の
あ

る
青
年
学
級
の
中
で
も
と
り
わ
け
中

核
的
な
コ
ー
ス
と
も
い
え
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
●

66天神林，，の

　ルーツを探る・・

一十日町青年学級郷土コースー

　　〈市公民館本館〉

し
ょ
う
。
そ
の
郷
土
コ
ー
ス
は
昨
年
か

ら
“
天
神
林
”
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
地
方
で
は
誰
も
が
聞
き
、
謡

っ
た
事
の
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、

講
師
に
大
島
伊
一
氏
（
市
内
水
野

．
町
）
．
を
迎
え
、
専
門
的
分
野
で
の
研

究
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
も
、
こ
の
、
“
天
神
林
”
は

地
域
に
よ
っ
て
謡
い
方
が
異
な
っ
た

り
、
あ
る
い
は
又
、
こ
の
“
天
神
林
”

が
謡
わ
れ
て
い
る
地
域
の
分
布
も
実

に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
調
査
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
分
布
調
査
は
勿
論

そ
の
源
流
を
深
る
調
査
な
ど
、
古
い

文
献
を
数
多
く
掘
り
お
こ
し
な
が
ら

研
究
し
、
遠
く
は
長
野
県
の
南
部
ま
・

で
足
を
運
び
も
し
ま
し
た
。
よ
う
や

く
こ
の
市
内
を
除
く
調
査
も
一
段
落

し
、
今
は
そ
れ
ら
の
調
査
の
ま
と
め

と
、
市
内
の
調
査
と
の
平
行
し
た
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
”
天
神
林
瀞
を
謡
っ
て
く
れ
る
人

を
捜
し
、
そ
し
て
一
升
ビ
ン
を
脇
に

か
か
え
、
テ
ー
プ
を
持
っ
て
各
地
域

の
そ
れ
を
集
録
し
て
歩
き
ま
す
。
一

週
閥
一
度
の
コ
ー
ス
学
習
日
だ
け
で

は
時
間
的
に
足
ゆ
ず
、
夜
あ
る
い
は

日
祭
日
を
使
っ
て
の
調
査
。
歴
史
と

い
う
も
の
に
背
を
向
け
た
若
者
が
多

い
現
代
社
会
の
中
で
、
こ
う
し
て
郷

土
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
考
え
、
研

究
し
て
い
る
若
者
達
。
確
か
に
少
な

い
人
数
（
五
人
）
で
あ
る
け
れ
ど
も

今
は
こ
の
覆
天
神
林
”
の
研
究
を
始

め
て
二
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る

天神林楽譜（＋日町市街地のもの）

一一一・薫一のは絶≡一い一こ斗伽一

）筐一いこ一一，一距…嶋一’協一一一毒一・施

吻＆響一、’5一て一一　み。，の奪れ一一～

ト　　　　　め　　ら　　か　　一一　　さり　一曜印一　●

　
《
天
神
林
歌
詞
》

・
目
出
度
い
も
の
は
大
根
種
ノ
＼

　
花
が
咲
き
揃
う
て
実
の
や
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
俵
か
さ
な
る

・
御
門
の
上
の
鶯
が
ノ
＼

　
　
こ
れ
の
但
那
様
知
行
や
増
や
せ

　
　
　
　
　
増
や
せ
と
さ
や
ず
る

・
誰
が
子
で
ご
ざ
る
目
見
が
良
い

　
　
そ
ば
の
た
れ
だ
や
ら

　
　
　
　
角
や
あ
る
人
の
子
で
候

・
八
幡
の
森
に
宿
と
れ
ば
ノ
＼

　
　
宵
に
や
鐘
が
鳴
る

　
　
　
夜
明
け
に
は
森
の
す
が
ら
す

　
　
動

　
　
出
研
究
を
我
々
は
も
う
一
度
、
根
本
的

　
る
伊
、
な
問
題
ど
し
て
見
つ
め
な
お
さ
な
け

　
す
（

　
譜
恵
　
㌧
。

　
楽
沢
力

　
を
宮
　
　
こ
の
”
天
神
林
”
の
研
究
も
、
今

　
の

　
し
潟

　
喋
　
　
そ
し
て
ま
た
、
市
内
の
天
神
林
を

　
プ
　
　
総
集
し
て
「
天
神
林
大
会
」
を
も
計

　
テ
　
画
し
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
い
た
だ

　
　
　
　
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

曜
　
達

さ
に
子
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

・
も
掌
春
に
は
成
果
発
表
を
す
る
こ
と
に
な

ら
た
大
つ
て
い
ま
す
が
、
民
俗
学
的
に
高
い

め
録
新
評
価
が
な
さ
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

ト
　
一

こ
の
作
業
に
、
自
分
達
自
身
の
尊
い

価
値
観
を
見
い
出
し
て
い
る
様
に
も

思
い
ま
す
。

　
新
し
い
も
の
ば
か
り
を
吸
収
し
、

古
き
も
の
へ
の
愛
着
が
薄
れ
て
ゆ
く

現
代
社
会
の
風
潮
．
歴
史
に
目
を
向

け
な
く
な
っ
た
現
代
青
年
の
群
像
。

　
不
確
実
性
と
い
う
言
葉
が
は
や
っ
て

い
る
昨
今
。
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
も
の
に
目
を
向
け
、
確
実
に

一
歩
く
積
み
重
ね
て
ゆ
く
地
道
な

哉
人
の
日
を
迎
え
饗
瓢
た
皆
さ
ん
耀
灘
．
．

あ
な
た
も
検
察
審
査
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
ば
れ
ま

　
成
人
に
な
る
と
選
挙
権
を
得
る
と

と
も
に
、
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る

こ
と
を
、
こ
存
知
で
す
か
。

　
検
察
審
査
員
制
度
と
は
、
交
通
事

故
、
詐
欺
、
窃
盗
等
の
犯
罪
が
起
き

て
犯
人
が
つ
か
ま
っ
て
も
、
検
察
官

が
証
拠
不
十
分
等
の
理
由
で
そ
の
者

を
裁
判
に
か
け
ず
不
起
訴
処
分
に
し

た
場
合
、
こ
の
処
分
に
不
満
な
人
の

申
し
立
て
を
聞
い
て
、
も
う
一
度
事

件
を
調
べ
直
し
、
検
察
官
の
処
分
が

正
し
い
か
審
査
す
る
制
度
で
す
。

　
審
査
員
に
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中

か
ら
ク
ジ
で
選
ば
れ
た
民
間
人
十
一

人
が
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
審
査
員

に
な
っ
た
ら
、
国
民
の
代
表
と
し
て

審
査
の
仕
事
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
不
起
訴
処
分
に
対
す
る
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

服
申
し
立
て
は
簡
単
で
費
用
が
か
か

り
ま
せ
ん
。
詳
し
い
．
こ
相
談
は
、
長

岡
市
信
濃
二
丁
目
六
番
一
号
　
新
潟

地
方
裁
判
所
長
岡
支
部
内
長
岡
検

察
審
査
会
（
8
0
二
五
八
⊥
二
五
ー

一
＝
四
一
番
）
ま
で
。

郵
便
投
票
証
明
書
の
手
続

き
は
お
早
め
に

　
　
　
　
　
ー
統
一
地
方
選
挙

　
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
．
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
の
で
き
る
人
は
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
下
表
に
該
当
す

る
人
で
す
。
こ
れ
に
は
「
郵
便
投
票

証
明
書
」
が
必
要
で
す
．
こ
の
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
は
い
つ
で
も
発
行

し
て
い
ま
す
。

障害♂）範囲 障　　害　　び）　程　　度

米身体障害者手帳をお

持亡）び）人で…

米県知事が証明した人

1灘隠1三
障害の程度がL記に該当する人

鐵傷病者手帳をお持

　ちのぺて

崇県知事か証明した入

麟黙〉鱗勲までである

懸＞禦蹄離
障害の程度かL記に該当する入

　
手
続
き
の
方
法
は
「
郵
便
投
票
証

明
書
交
付
申
請
書
」
（
用
紙
は
選
管
に

あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
添

え
て
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
．
な
お
、
こ
の
「
郵
便
投

票
証
明
書
」
は
有
効
期
問
が
四
ヵ
年

で
す
の
で
、
す
で
に
お
持
ち
の
方
も

期
間
を
お
確
め
く
だ
さ
い
。

疲

◎
日

◎
会

◎
該
当
者

五
月
十
三
目
旧

午
前
十
時
～
十
二
時

十
日
町
市
民
体
育
館

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
目

～
三
十
四
年
四
月
一
日
生

ま
れ
の
当
市
在
住
者

＊
詳
細
は
後
日

　
い
た
し
ま
す
。

本
人
宛
に
ご
連
絡

轟
躍



、
喪
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ロ
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
灘

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
一
年
分
前
納
さ

れ
る
か
た
を
対
象
に
「
口
座
振
替
」

制
度
を
取
り
入
れ
、
保
険
料
納
入
に

利
便
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
「
口
座
振
替
」
制
度
を
利
用

さ
れ
ま
す
と
、
保
険
料
の
割
引
（
年

五
分
五
厘
）
が
あ
る
こ
と
、
金
融
機

関
に
出
向
か
な
く
て
も
金
融
機
関
が

代
行
し
て
納
入
し
て
く
れ
る
こ
と
、

年
一
回
の
納
入
で
済
む
こ
と
、
振
替

が
済
め
ば
、
送
ら
れ
て
く
る
領
収
書

を
保
管
す
る
だ
け
で
い
い
等
便
利
に

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
同
制
度
へ

の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
ロ
座
振
替
の
範
囲
　
一
年
前
納
保

険
料
●
昭
和
五
十
四
年
度
前
納
額
　
定
額

三
万
八
千
六
百
四
十
円
（
割
引
額
九

i萎

萎

肉をおいしく
食べるために③

とり肉……皮は色及び艶
がよく、毛穴がもりあが
っているもの、締まりの
よいものが新鮮。

（低脂肪の9ンバク源で
コレステロール含量も卵
の約協位です。）

百
六
十
円
）
　
付
加
保
険
料
四
万
三

千
三
百
二
十
円
（
割
引
額
千
八
十
円
）

　
な
お
保
険
料
は
、
昭
和
五
十
四
年

四
月
か
ら
、
一
ヵ
月
三
千
三
百
円
に

改
定
さ
れ
ま
す
、

●
申
し
込
み
期
限
　
昭
和
五
十
四
年

二
月
末
日

●
手
続
き
　
預
金
通
帳
と
そ
れ
に
使

用
し
て
い
る
印
鑑
、
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の
（
年
金
手
帳
や
保
険
料
領

収
書
）
を
持
参
し
イ
＼
振
替
を
希
望

す
る
金
融
機
関
（
預
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
）
の
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
．
（
農
協
の
事
業
所
で

振
替
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
事
業

所
名
ま
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

●
取
扱
い
金
融
機
関
　
第
四
銀
行
・

北
越
銀
行
・
大
光
相
互
銀
行
・
新
潟

相
互
銀
行
・
新
潟
県
信
用
組
合
各
十

　市教育委員会では、昭和54年度の市奨学生を

つぎのとおり募集します。

応募資格　昭和54年度、高等学校、高等専門学

校、短期大学、大学に進学予定または在学中の

つぎの各号に該当する人。

　①本市に3年以上居住する世帯の子弟　②学

業成績が優秀と認められる人　③経済的な理由

で学費の支弁が困難な人　④心身共に健全な人

奨学金の額（月額）　高校・高専（5，000円）

大学・短大（11，000円）

貸与期闇　昭和54年4月から、その人の在学す

る学校の最短修業年限の終期まで

採用予定者数　高校・高専（12名）　大学・短

大（8名）

出願書類　奨学金貸与願書、在学学校長推せん

書（成績証明書添付）戸籍謄本及び住民票謄本

医師の身体検査書、前年度所得証明書

書類の題出先　2月20日までに市教育委員会

（87－3111内線274）へ
その他　3月下旬に奨学生を決定し、本人に通
知します。

日
町
支
店
・
十
日
町
市
農
業
協
同
組

合
本
所
及
び
各
事
業
所

●
口
座
振
替
期
日
　
毎
年
四
月
二
十
日

　
詳
細
に
つ
い
て
は
市
・
市
民
課
国

民
年
金
係
（
8
七
－
三
一
二
内
線

一
二
八
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
山
口
昭
一
（
山
根
）
五
万
円

（
香
典
返
し
）
　
▼
中
町
忠
詩
（
ド
条

中
央
通
り
）
十
五
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
小
原
洋
一
（
水
口
）
五
千
円
（
香

典
返
し
）
　
▼
関
口
四
郎
　
五
千
円

▼
匿
名
（
二
件
）
二
万
五
千
円
　
▼

布
川
十
三
九
（
本
町
二
）
七
万
円
（
香

典
返
し
）

歳
末
た
す
け
あ
い

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼

新
川
屋
酒
店
　
モ
チ
十
ニ
ケ
ー
ス

▼
桑
原
正
治
　
花
・
日
用
品
　
▼
ク

ラ
ブ
ド
ン
従
業
員
一
同
　
四
万
三
千

五
百
六
十
三
円
　
▼
上
越
舗
道
社
員

一
同
　
｝
万
二
千
四
百
六
十
円
　
▼

灘
　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
と
は
、
十
目
町
市
と
川
西
町
が
共

同
で
組
合
を
組
織
し
、
ご
み
の
収
集
・

運
搬
、
焼
却
・
埋
立
、
し
尿
の
汲
み

取
り
・
運
搬
・
処
理
、
し
尿
浄
化
槽

の
清
掃
・
維
持
管
理
、
火
葬
場
、
霊

枢
車
の
管
理
運
営
を
担
当
し
て
い
る

組
合
で
す
．
昭
和
四
十
八
年
卜
月
］

日
に
発
足
し
、
満
五
年
過
ぎ
ま
し
た
。

　
仕
事
の
内
容
は
、
各
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
た
廃
棄
物
（
家
庭
系
ご
み
）

に
つ
い
て
は
、
計
画
表
に
従
い
収
集

運
搬
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
に

部位別名称 使用上の特徽 主な料理の例

手羽肉
脂肪が少ないので味は

淡白でゃわらかい
焼きもの・いため
もの・煮もの・蒸
しもの・サラダなど

手羽先
肉は少ないが、ゼラチ
ン質に富む。

脂肪も多い

かr）揚げ・煮こみも

の

も　も肉
やや硬いが、脂肪があ
り味にはコクがある

かρ）揚げ・固まり

で焼く・かレー・

煮込み

ささ身
牛豚のヒレにあたるも
の。1本硬いすじがあ
るので除いて使う

すり身・わん種・
あえもの・さしみ・

サラダ

伴
っ
て
排
出
さ
れ
た
多
量
の
廃
棄
物

（
事
業
系
ご
み
）
は
業
者
自
ら
運
搬

し
て
も
ら
い
焼
却
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
し
尿
の
汲
み
取
り
は
、
各
区
域
担

当
の
業
者
（
許
可
業
者
）
が
、
各
位

の
申
し
込
み
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

し
尿
浄
化
槽
は
、
維
持
管
理
清
掃
の

委
託
契
約
を
結
ん
だ
業
者
が
、
適
時

清
掃
を
実
施
し
ま
す
．
な
お
、
区
域

に
よ
っ
て
担
当
業
者
が
き
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の
際
お
ま
ち

が
い
の
な
い
よ
う
、
こ
注
意
願
い
ま
す
。

　
お
た
が
い
に
、
き
れ
い
な
住
み
良

い
町
っ
く
り
の
た
め
、
特
段
の
、
こ
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設

　
　
組
合
事
務
局
長
　
池
田
士
郎
）

服
部
会
計
事
務
所
　
六
千
四
亘
．
一
十

三
円
　
▼
馬
場
小
珠
田
分
校
　
三
千

二
百
七
十
八
円
　
▼
ロ
ー
ダ
リ
ー
ア

ク
ト
　
七
万
一
千
四
百
十
九
円
　
▼

庭
野
み
よ
の
　
三
千
円
　
▼
匿
名

（
二
件
）
一
万
二
千
百
二
十
一
円

▼
ス
ナ
ツ
ク
ビ
ク
ト
リ
ー
お
客
一
同

一
万
二
千
五
百
円
　
▼
モ
ア
お
客
一

同
一
万
六
千
六
百
三
十
一
円

　
　
∂
闘

　
　
　
菊

つ
　
　
　
　
〔
1
7
回
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θ
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の
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ピ
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亀し

2
・
・

睡
跨
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・
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、
漠
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間

弔
彪
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ー

愈‘、

。
　
、
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身

　
ソ
　
㌧
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q
R
・
w
，

ハ
ザ
キ
め
，
－
騰

　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
，

飼
し

デ
w
プ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
O

探
㎏

ー
　
惹

し蝕
　
渠
！
　
，

ち
声

　
、
　
　
　
　
　
㌧
』
曳

　
）

●

ー
ぜ
B
の
呈
▽
q
幽

　
　
び
ト
噴
、
c

　
　
　
　
“

薯
い
徐
　
　
　
．
蹴

嘩
ン
ー
す
　
　
惣
酵

薯
薯
ね
、
黙
建
寵

　
　
　
　
　
　
『
『
罠

．
、
．
π
舞
欝
　
謹
炉

　
　
　
蘇
ヒ
つ
陛
”
・

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
一
月
二
十
六
日
働
　
午
後
一
時

～
午
後
四
時
ま
で
　
四
日
町
第
一
の

一
部
　
　
　
　
　
　
　
』

惨
．
が
2
蜀

　
O
羊
の
よ
う
に
お
だ
や
か
で
、
落

ち
つ
い
た
お
正
月
で
し
た
。
今
年
一

年
間
が
天
災
、
人
災
の
な
い
平
穏
な

一
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
○
妻
有
地
方
に
は
正
月
の
伝
説
や

わ
ら
べ
唄
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま

す
。
今
月
の
表
紙
は
、
そ
の
わ
ら
べ

唄
を
絵
に
し
て
み
ま
し
た
。
イ
ラ
ス

ト
は
青
年
学
級
の
内
藤
礼
子
さ
ん
で

す
。　
O
．
米
”
の
ジ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め

ま
し
た
。
今
年
は
、
新
ら
し
い
企
画

を
い
く
つ
か
取
り
入
れ
ま
す
。

■市勢／人ロ…50，210人（男24，630・女25，580人）／世帯数…l　l、931／面積…2H．44k㎡（i2月1日現在

お
知
ら
せ
　
新
年
の
年
賀
状
配
達
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
（
＋
日
町
市
）
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華
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と
じ
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保
存
し
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○

雨
ヱ
カ
ー
乗
ル
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